
平成２３年９月

和歌山県管工事業協同組合連合会和歌山県管工事業協同組合連合会

和歌山市管工事業協同組合1



１、紀伊水害の被災状況
 降水量（８/３０ １８：００～９/５ ０：００気象庁のデータによる） 降水量（８/３０ １８：００～９/５ ０：００気象庁のデータによる）

和歌山県
那智勝浦町色川

奈良県
十津川村風屋

三重県
上北山村上北山

積算降水量 1 093ミリ 1 3 8ミリ 1 808ミリ積算降水量 1,093ミリ 1,358ミリ 1,808ミリ

年間降水量 3,528ミリ 2,314ミリ 2,713ミリ

 被害状況 （読売新聞 １０月３日による）
和歌山県 奈良県 三重県

死者 ５０人 １１人 ２人

人
的
・建
物
被

死者 ５０人 １１人 ２人

行方不明者 ５人 １３人 １人

家屋損壊 ５９４戸 ６４戸 １１２戸

床上浸水 ４４４５戸 ８７戸 ２１８２戸被
害

床上浸水 ４４４５戸 ８７戸 ２１８２戸

床下浸水 ３１８１戸 ２４戸 ８３８戸

ラ
イの

停電（延べ） 約１１万２５６０戸 約２万８５９０戸 約３万５８６０戸
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フ
ラ
イ
ン

の
被
害

電話不通（最大時） 約２万５４００回線 約４５７０回線 約１万８３２０回線

断水（最大時） ３万４２４３戸 １１１４戸 １万６５９５戸



２、那智勝浦町の被災状況

 （１）町の被災状況 １０月１６日現在和歌山県発表

人 的 被 害 建 物 被 害

死行負 部 床上 床死

者

行
方
不
明

負

傷

者

全壊 半壊
一部
破損

床上
浸水

床下
浸水

浸水
（非住居）

棟 棟 棟 棟 棟 棟者明者棟 棟 棟 棟 棟 棟

那 智 勝 浦 町 25 1 1 72 590 2 1504 962 18

和歌山県全体 50 5 6 335 1487 164 4000 3243 1416
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２、那智勝浦町の被災状況

 （２）町の被災状況写真
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３、水道施設の被災状況、水道施設の被災状況
１、市野々地区配水管 Φ３００

２、市野々地区最下流部
橋梁添架管 Φ３００

1
橋梁添架管 Φ３００

2３、井関地区配水管 Φ３００
3

４、川関地区橋梁添架管等 Φ３００
4
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４、配水幹線の被害状況、配水幹線の被害状況
 １、市野々地区配水管 Φ３００

市野々浄水場からの配水幹線でもあり、管種はΦ３００DIP‐K形である。

道路の洗掘に伴い配水管も約４ｍ落ちたが、道路復旧が先行して進んでいる。
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復旧した県道



４、配水幹線の被害状況
２ 市野々地区最下流部橋梁添架管 Φ３００ ２、市野々地区最下流部橋梁添架管 Φ３００

市野々地区の最下流部にある橋梁添架管である。

現在は市野 浄水場から 配水が停止し るため 機能を維持し るか現在は市野々浄水場からの配水が停止しているため、機能を維持しているか

破損しているか不明である。
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橋梁添架管（上流側より）橋梁添架管（下流側より）



４、配水幹線の被害状況
３ 井関地区配水管 Φ３００ ３、井関地区配水管 Φ３００

井関地区内の那智川に並行する県道に布設されている配水幹線である。

道路 川側が崩落し る区間があり そ は配水管 形が 所道路の川側が崩落している区間があり、そこでは配水管DIP‐K形が３ヶ所で

露出または流失している。

陸側の１車線で交通規制を行っており、片側交互通行を行っている。側 車線 交通規制 行 側交 通行 行

8

露出している配水幹線２露出し破断した配水幹線１



配水幹線 被害状況４、配水幹線の被害状況
 ４、川関地区橋梁添架管等 Φ３００ ４、川関地区橋梁添架管等 Φ３００

井関地区内の川関橋に架かる添架管Φ３００は、被災前は市野々と太田川の配水
区域の境となる配水管であったためバルブにより閉じられていたが、市野々浄水場
系統の被災により太田川系区域を拡げるためには重要な配水幹線となる系統の被災により太田川系区域を拡げるためには重要な配水幹線となる。
現在配水機能は残っているものの、道路洗掘により地中に埋設されていた部分が
４ｍ露出しており、構造的にも不安定な状態となっている。
また 那智川沿いの市野々浄水場からDIP Φ３００幹線は川関橋前後で８０ｍでまた、那智川沿いの市野々浄水場からDIP Φ３００幹線は川関橋前後で８０ｍで
露出し一部で破断している。

9
道路の洗掘により川関橋左岸の埋設管及び添架管が露出している



５ 配水幹線応急復旧計画５、配水幹線応急復旧計画
（依頼された応急復旧工事）

平成２３年９月１６日
和歌山県管工事業協同組合連合会 殿

要請者要請者
住所 那智勝浦町大字朝日４丁目７４番地
氏名 那智勝浦町長 寺本真一 印

緊急時応援要請依頼
記

平成２３年９月３日に通過した台風１２号により甚大な被害を受けた 本町上水道の配平成２３年９月３日に通過した台風１２号により甚大な被害を受けた、本町上水道の配
水幹線Φ３００の応急復旧工事を依頼します。

〈依頼内容〉〈依頼内容〉
・配水幹線DIP‐K形Φ３００の応急復旧工事に関する、資機材・人員の 確保、及び、
工事施工の一切を依頼します。
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５ 配水幹線応急復旧計画５、配水幹線応急復旧計画
（依頼された応急復旧工事）

（１）仮復旧計画路線

①② 市野々地区配水幹線応急復旧工事 Φ３００ ⇒ Φ２００
③ 井関地区配水幹線応急復旧 事③ 井関地区配水幹線応急復旧工事 Φ３００ ⇒ Φ２００
④ 川関地区配水幹線応急復旧工事 Φ３００ ⇒ Φ２００
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５ 配水幹線応急復旧計画５、配水幹線応急復旧計画
（依頼された応急復旧工事）

（１）仮復旧計画路線
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６、災害への対応と課題、災害 の対応 課題
地方自治体（日水協マニュアル）、傘下組合（全管連
マニュアル）の徹底マニュアル）の徹底。

県連合会傘下組合役員の「災害対応緊急連絡体
制 の確立制」の確立。

災害時の機材・人員等、事前調査による対応能力の
把握。

災害時における浄水場の損傷等による配水能力を災害時における浄水場の損傷等による配水能力を
補うため、隣接市町村間で配水管の接続。
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結び

 最もうれしかったこと

那智勝浦町の町長を始め町民の皆さまに感謝されたこと 那智勝浦町の町長を始め町民の皆さまに感謝されたこと。

 全員無事故無災害で帰還できたこと。

参加者全員がきびしい環境の中で共通の目標に向か て 参加者全員がきびしい環境の中で共通の目標に向かって
お互いに協力し合いながら目標を達成できた喜び
まさに 組合設立の目的である「相互扶助の精神」がまさに、組合設立の目的である「相互扶助の精神」が
生かされ“絆”がより一層深まったこと。
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